
令和８年度 学校経営方針 
東三鷹学園三鷹市立第六中学校 

１ 学園の教育目標                                                  校長 

豊かな心をもち、地域とともに生き、人間力・社会力にあふれ、国際社会に貢献する児童・生徒の育成をめざす。 

２ 第六中学校の目標 

自己決定・自己実現（幸せな人生を送るための基盤づくり） 

生徒が自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として 尊重し、多様な

人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、 持続可能な社会の創り手とな

ることができるようにする。 

（１）目指す学校……    「甲斐」のある学校  

① 生徒にとって……    学び「甲斐」のある学校  

② 保護者・地域にとって… 通わせ「甲斐」のある学校 

③ 教職員にとって…    働き「甲斐」のある学校  

重点 学校・一人一人を大切によさを認め伸ばす学校。  生徒・自分を見つめ挑戦し続ける生徒。 

・地域・保護者・教職員・学級などの仲間との関りを大切にすることで学校風土を向上させる。 

・気持ちや思いを大切にして理解しようとする。（話を最後まで聴く・否定しない） 

・思いやりと感謝の気持ちを言葉で表す。そのため、挨拶の充実 

★教室授業を中心に ・生徒の居場所・活躍の場をつくる。 

・安心して自分の思いを表現できる環境をつくる。 

≪ 教 育 目 標 ≫ 

新しい時代を築く個性豊かな実践力のある人間の育成を目ざす 

豊かな心・考える力・健康な体 

≪ 令和８年度の学校経営の重点 ≫ 

共に学び、共に助け合い、共に生きる ｢共学｣「共助」「共生」の三鷹六中 
１ 指導の柱（重点) 

（１）意欲を高める学習指導～共に学ぶ「共学｣ 

   ①全教職員の英知と創意工夫を結集し、主体的に学習に取り組む生徒、共に学ぼうとする生徒 

の育成をめざす。 

②「わかる喜び」のある授業、意欲の高まる授業作りに励み生徒の自己肯定感を醸成する。 

③学びの質を高めるため、授業改善を推進し、「基礎的な知識・技能」の習得に努める。 

④多様な考えを引き出し、深め、振り返りをして生徒が学習を自己調整できるよう努める。 

⑤ＩＣＴ環境により、教育用タブレットの効果的活用について積極的に推進する。 

（２）規範意識を高め、自他を敬う生活指導～共に助け合う「共助」 

   ①率先して全教職員が、生徒の模範となる行動・教育活動の実践を行う。 

  ②生徒一人一人に寄り添い、生徒が安心して生活できる（居心地の良い）場を作る。 

  ③特別の教科「道徳」の授業を要として教育活動全般を通じて心の教育の充実に努め、「感

謝・思いやりの心、共助の精神」を育み、共に助け合う生徒の育成をめざす。 

（３）互いの良さを認め合う特別活動～共に生きる「共生」 

   ①限られた時間の中で、生徒が主体となって活動する学校行事、生徒会活動等の充実を図り、

生徒の「自分たちの学校」との意識を高める。 

  ②全教員が力を合わせ学級経営、学年経営の充実を図り、温かな人間関係を構築する。 

  ③人権感覚を磨き、互いの違いや多様性を尊重し、共生社会の担い手を育成していく。 

（４）特別支援教育と教育相談活動の充実教育支援学級（通級教室）の円滑な運営とサポートルーム 

の全教員の連携強化を図る。 



 

１ 学園の教育目標 
豊かな心をもち、地域とともに生き、人間力・社会力にあふれ、国際社会に貢献する児童・生徒の育

成をめざす。 

ア 学力を育む学園 

【児童・生徒像】○基礎的な学力をもつ子ども ○学び続ける子ども 

【目指す資質・能力】自ら課題を見付け、協働して解決する力 

イ 人間力を育む学園 

【児童・生徒像】○心豊かでたくましい子ども ○主体的に判断し行動する子ども 

【目指す資質・能力】多様な考えを理解し、心身の健康を保つ力 

ウ 社会力を育む学園 

【児童・生徒像】○他者とすすんで関わる子ども ○地域とのつながりを大切にする子ども 

【目指す資質・能力】自他を尊重し、人間関係を築く力 

 
２ 令和８年度の三鷹六中経営方針の取組目標と具体的方策  
 

（１）東三鷹学園として第一小学校及び北野小学校と取り組む小中一貫教育の充実 

① 一貫校としての良さを生かし、学園会議をはじめ、乗り入れ授業、ふれあい活動を通し、教科指導の連動性、

家庭学習や生活指導及び ICT 活用技術等の課題について、両小学校の教員と児童・生徒の現状について

共通理解を図るとともに、課題の解決に向け具体的な方策を提案する。  

②東三鷹祭について実行委員会、生徒会本部役員に児童・生徒の意見をまとめさせ、それを提案させることな

どを通じ、生徒に自己有用感を味わわせるとともに地域貢献の意識を育む。 

③農業検定、地域防災など学園の取り組みを進める。 

 

（２） 生徒への個別支援の充実  

①  生徒一人一人に寄り添いそれぞれの課題に対応するため、週に１回開催する校内支援委員会で、現状や課

題の共有及び適切な対応方針の決定を行う。 

②  よりきめ細かな個別支援の必要な生徒に対しては保護者や生徒の思いを聞き、個別の学校生活支援シー

ト（個別の教育支援計画）・個別の指導計画等を作成し、生徒の思いと支援をつなぎ、学校生活を充実させ

る。合理的配慮を行う場合は振り返りを行い評価する。 

③  不登校及びその傾向のある生徒へのより適切な支援を行うため登校支援シートを活用し、サポートルーム

など居場所を確保するとともに巡回指導員と協力して指導に当たる。オンライン学活や学習などを行う。  

 

（３）GIGA スクール構想の実現及び定着  

① 子供たちが ICT を適切・安全に使いこなすことができるようメディアリテラシーなどの情報活用能力を育

成するため、パーソナルコンピュータ、タブレット端末、スマートフォン等の正しい使い方や情報モラルについ

て、授業・学級活動・道徳・部活動などあらゆる場面で指導してデジタルシティズンシップ教育の推進を図る。   

② 先進事例や教員個々の実践から学ぶ取組を活性化させ、ＩＣＴ機器を、授業の効率化・濃密化を図るための、

また、個別最適な学びを実現するためのツールとして最大限活用する。  

③ 校務支援システムをはじめとした ICT の導入・運用により、授業準備や成績処理等をはじめ、教材や文書

の共有、起案・決裁行為、保護者との連絡や情報の共有等に ついての負担軽減を図る。 

 

 

 

 



（４） 学習指導  

① 生徒が自己の取組の成果と課題を明らかにし、自ら学習を調整することができるよう にするため、指導の

際は、「できるようになること」又は「身に付けるべきこと」（＝めあて・ねらい）、 学び方や道筋（＝流れ）を常

に明確に示すとともに、授業や活動の終末においては、めあての到達度を必ず振り返らせることを共通の授

業スタイルとし、全教員が徹底して行う。  

② 生徒が、習得した知識や技能を活用し、思考したり判断したり表現したりする場面を１単元について１回以上

設定する。 話し合い活動等を工夫し、学習に主体的に参加できるように展開する。 

③ 各教科の特性を踏まえながらも、個の学力に応じた指導を充実させるため、基礎的・基本的な知識・技能の

面で課題のある生徒には継続的に反復学習に取り組ませ、また、それらが十分な生徒には発展的な学習に取

り組ませるなど、可能な限り同一授業内における習熟度別学習を展開する。また、宿題についても、可能な限

り同様の配慮の下行う。  

④ 各授業の振り返りにおいてその日のめあてについての定着度や到達度と分からなかったこと、学習課題を

生徒一人一人に意識させることにより、家庭学習の課題を明確にさせる。  

⑤ 生徒一人一人の学習課題を解決するため、きめ細かな評価活動を行い生徒一人一人の課題の把握に努め

るとともに、面談において適切にフィードバックする。  

⑥ 基礎的・基本的な学力を定着させるため、補充・質問教室等や地域未来塾、サポート隊を活用して個に応じ

た補習を実施する。   

⑦校内研究で行った、情動を動かす導入、②の話し合い③の授業マップに加え、どの生徒にも分かりやすい

UD の視点を入れ授業を行う。 

⑧家庭学習の進め方について示す。 

 

（５）生活指導 

① 基本的生活習慣を身に付けさせ、率先して挨拶ができるなど礼儀正しい生徒になるように指導するととも

に、社会で通用するコミュニケーションがとれるよう、相手意識・目的意識をもった文による会話ができるよ

うに日々促す。 

② 体幹を鍛え体力向上を図るとともに、全教育活動を通じ正しい姿勢を保持させる指導を徹底して行う。  

③ 生徒に自尊感情や自己有用感を育むため、一人一人の個性を踏まえ、あらゆる場面を通して、「認め、褒め、

高める」よう努める。結果より取り組みに挑戦したことを認める。 

④ 行事や生徒会活動を通じ、生徒一人一人の主体性を育むとともに、生徒にリーダーシップ又はフォロワーシ

ップのいずれか又は両方を発揮させ、生徒あるいは生徒集団が自ら考え自己調整の下自ら決定するよう導く。 

⑤ いじめは、「しない、させない、許さない」ことを徹底するため、自他を尊重する態度を育むとともに、思い  

やりの心を育て、また、面談の意図的・計画的な実施、「QU アンケート」「ふれあいアンケート」等生徒の内面

把握のため実施、休み時間における巡回の組織的な実施、いじめ対策委員会を開催し、現状や課題の共有及

び適切な対応方針の決定を行う。  

⑥ 家庭との連絡・報告は、双方向性の確保に努めるとともに、課題のある生徒については背景の理解に努め、

平時から連携を取る。 

⑦発達支持的生活指導（日常における先手型支援）で問題行動の未然防止を行い、問題行動が起こったとき

は、報告・連絡・相談・連携をして、生徒の話を聞きとり、自己指導能力（自己理解に基づき、目標や行動を決

定して実行する力）を意識した、支援を行う。 

⑧命を守るため、朝の出欠確認を徹底する。 

 

(6) キャリア教育  

① 「生き方」の指導の充実を図る。そのために、進路指導計画に基づき、人としてどう生きるかを考えさせる指

導を行う。新しい価値を生み出すための思考や行動として、アントレプレナーシップ教育を推進する。 

② 夢や希望を抱いて自らの進路を選択できるよう導く。東三鷹夢・未来デザインシートを活用する。  



③ 生徒の自己理解を深めさせるとともに、望ましい学習観、勤労観、職業観を養う。また、自己が社会から必

要とされることを実感させるとともに、社会人に必要な接遇スキルを学ばせる。そのために、諸情報の提供、

体験的な学習の実施に努め、地域・小学校のボランティア活動への参加を促す。  

 

(7) 特別活動  

① 生徒が他者と協働する集団活動の意義や必要なことについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにす

る。そのために、活動のねらいを明確にした上で班活動・議長団など 生徒が主体的に活動する場と役割を設

け、各学年・学級の指導計画に沿って指導する。  

② 生徒が集団や自己の生活、人間関係の課題を解決するために合意形成を図ったり、意思決定したりするこ

とができるようにする。学校行事、学年行事、生徒会活動、部活動 など、生徒一人一人のもつ能力や個性を

発揮させる場を意図的・計画的に設定し、生き生きとした活動ができるよう活動内容を充実させる。  

③ 集団や社会における生活及び人間関係をよりよく形成し、人間としての生き方についての考えを深め、自己

実現を図ろうとする態度を生徒に養う。そのために、生徒が主役となる活動を活性化し、価値あることを追

求させていく。 

④１１月三鷹の平和の日を念頭に平和学習を進める。 

  

(8) 道徳  

① 生徒によりよく生きるための基盤となる道徳性を養う。そのために、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態

度を育てることに留意した道徳の年間計画を作成し、それに基づき、全教育活動を通して道徳教育を行う。  

② 道徳の授業は、人間としてのより良い生き方を考えさせる。そのために、内容項目を明確にし「主体的・対話

的深い学び」を重視するとともに、優れた教材や資料を有効に活用するなどし、道徳的諸価値についての理

解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学習を展開

する。 

 

(9) 部活動  

① 部活動は学校教育の一環として人間教育を行う場であるとの認識の下、安心・安全を 第一とし、生徒の健

康と体力の増進又は文化的素養の涵養、健全育成を目的として行う。  

② 部活動は、社会性の育成や規範意識の醸成をも目的としていることから、活動の時間 やルールを厳守す

る。 

③ 生徒のバランスの取れた育成と学校における働き方改革推進の両面から、平日のうちの１日及び休日のう

ちの１日を休養日とする。  

④ 上記取組を行いながら、部活動の地域展開に向けた体制整備を進める。  

⑤部活動は教育活動の一環であることを踏まえ、全ての教員が協力して指導に関わる。 

 

(10)学校運営 

①教師が多様なスタッフ等々チームとなり、校長のリーダーシップのもと、主体的に取り組み、連携しつつ、組織

的に学校を運営する。 

②若手を育て、自らも育つ OJT の取り組みを充実させる。 

③全教員が学校運営の一翼になっていると自覚し、学び続ける教師、授業改善への挑戦、積極的な参画を図

る。 

 

 

 
 
 



 
３ 教育公務員として 
(1) 公立学校は市民から負託された学校であり、そこに勤める私たち教職員は全体の奉仕者であること及び

生徒に範を示す立場であることを踏まえ、法令や学習指導要領を遵守することはもとより、全教職員が教育

者としての高い熱意と使命感とをもって教育に当たる。 

 

(2)ヒューマン・エラーは起こるものとの前提に立ち、ミスや事故のない職務遂行を目指し、 担当者や起案者は

自己の行為や作成した文書に誤りや情報漏洩等の要因がないか複数回確認するとともに、漏れなく起案・決

裁を進めることで、関与者・決裁者による二重・三重の確認を行う。 

  

(3) 義務教育段階の公立学校であることを踏まえ、教材費・校外学習費に関しては、最少費用で最大の効果が

得られるよう配慮し、保護者負担を軽減するとともに、購入に当たって は注文行為により保護者の同意を得

る。（特に不登校生徒は注意） 

  

(4) 毎月全校一斉のノー残業デーと月に１回の教職員が個々に設定するマイ・ノー 残業デーを設定する。月あ

たりの超過勤務時間を前年度比５時間減少する、年次有給休暇 を年間１１日以上取得する、起案・決裁行為

の電子化、業務のペーパーレス化、会議日の固定化の６点を確実に実行できるよう学校における働き方改革

を行い、それにより心身のゆとりを生じさせ、次のことを行う。 

① 教材研究や生徒と向き合う時間の確保  

② 指導力を向上させるための研修及び自己の指導方法の改善 

 

(5)人権感覚を磨き人権を尊重し、言葉遣いは常に注意をする。  

 

４ 家庭・地域との連携  
(1) CS 協議会へ情報を適切に提供するとともに、学校が協議会に求めたい支援や意見等を明確にする。  

 

(2) 学校だより及び学年だよりは、教育活動の意図や取組が家庭や地域に十分伝わるよう事前に周知・説明

することをねらいとする。そのために、月１回以上定期的に発行し、取組の 「ねらい」「行うことの概要」「家庭

への協力依頼事項」を必ず掲載する。また、学校ホームページは、学校の概要及び教育活動の取組状況や結

果を伝えることをねらいとする。その ために、「活動（取組）の様子」及び「成果と課題（又は生徒の変容）」を

必ず掲載する。そのほかの配布文書についても、「ねらい」「行うことの概要」「家庭への協力依頼事項」「活動 

（取組）の様子」及び「成果と課題」を必ず掲載する。  

 

(3) 家庭及び地域社会との協働を推進する。そのために、全教職員が、CS 委員会をはじめとする地域の取組

に年間１回以上必ず関わる。また、生徒もできるだけ参加させる。  

 

(4) 学校経営に家庭や地域の思いや考えを最大限反映する。そのために、学校関係者評価を より一層充実さ

せ、家庭や地域からの意見や要望を謙虚かつ真摯に受け止めるとともに、評価結果の分析を多面的・多角的

に行い、改善策等について、CS 委員会及び保護者に示す。 

 

 

 


